
当日、記録写真の撮影をさせていただくことがあります。撮影した写真は、参加
者のみなさまに自由にダウンロードしていただけるようにする他、民博における
展示・教育・広報関係に使わせていただく予定です。この点につきまして、ご参
加の場合にはご了承いただきますよう、よろしくお願いいたします。

開催場所

〒565-8511　大阪府吹田市千里万博公園10-1
国立民族学博物館

詳しくは裏面をご覧ください

申し込み方法

手話による言語学講座 のお申し込み
事前登録制。参加希望者は氏名、連絡先メールアドレス、ろう・聴の別
を記載の上、下記メールアドレスにご連絡ください。

楽しい言語学を学ぶ会 (たのげん ) のお申し込み
事前登録制、定員１５名。詳しい参加資格につきましては、下記メール
アドレスまでお問い合わせください。

minpaku.shuwa@minpaku.ac.jp

手話による言語学講座
手話言語学の基本を対話形式で、実際の手話データを分析
しながら学びます。言語学の知識は必要ありません。

松岡和美（慶應義塾大学）

*開催時間および会場が異なりますので注意してください。

講 師

国立民族学博物館　４階大演習室
（7 月 20 日のみ、2 階第 3 セミナー室）会 場

助 成

日本手話（音声通訳なし）使用言語

全６回
第１回： 5月 26日（日） 13時－16時 　手話の音韻
第２回： 6月 30日（日） 13時－16時 　手話の形態論（語のしくみ）

第３回： 7月 20日（土） 15時－18時 *  手話の統語論（文のしくみ）
第４回： 8月   3 日（土） 13時－16時 　空間を用いる表現
第５回： 8月 10日（土） 13時－16時 　手話の意味論
第６回： 8月 11日（日） 13時－16時 　手話の語用論（談話のしくみ）

楽しい言語学を学ぶ会 (たのげん)
言語学に関する講演の学術通訳を担当してくださる手話通
訳士の方のための基礎講座です。

菊澤律子（国立民族学博物館／総合研究大学院大学）講 師

国立民族学博物館　４階大演習室会 場

協 力

日本語使用言語

不定期開催
第１回： 4月 27日（日） 9時－12時 　イントロダクション、音と音韻
第２回： 5月 26日（日） 9時－12時 　音声学と音韻論
第３回： 6月 30日（日） 9時－12時 　形態論
第４回： 7月 15日（日） 9時－12時 　統語論
第５回： 8月   3 日（土） 9時－12時 　意味論
第６回以降 : 10月以降に開講予定

筑波技術大学（東日本大震災における聴覚障害学生への支
援経験をベースとした大学間コラボレーションスキームの
構築事業）

みんぱく

を学ぼう言語学
で

講座



◉お問い合わせ
国立民族学博物館　　
〒565-8511 大阪府吹田市千里万博公園 10 番 1号
Tel: 06-6876-2151
http://www.minpaku.ac.jp/

交通のご案内
＊国立民族学博物館（みんぱく）は大阪・千里の万博記念公園内にあります。
　「みんぱく」とは大学共同利用機関法人　人間文化研究機構国立民族学博物館の愛称です。

「万博記念公園駅」下車徒歩約 15 分
＊自然文化園（有料区域）を通行される場合は、入園料が必要となります。
「公園東口駅」下車徒歩約 15 分
＊「公園東口駅」からは自然文化園（有料区域）を通行せずに来館できます。
［近鉄バス］（阪大本部前行き）阪急茨木市駅から約 20 分、
　　　　　JR 茨木駅から約 10 分「日本庭園前」下車、徒歩約 15 分
［阪急バス］（万博記念公園駅経由千里中央行き）
　　　　   阪急茨木市駅から約 20 分、JR 茨木駅から約 10 分
　　　　   「自然文化園・日本庭園中央」下車、徒歩約 5分
万博記念公園「日本庭園前駐車場」まで乗り入れることができます。下車、徒歩約 5分
駐車場が無いため「みんぱく」への車の乗り入れはできません。
万博記念公園の駐車場（有料）をご利用願います。最寄りの「日本庭園前駐車場」から約5分
＊「日本庭園前駐車場」をご利用の方は、「日本庭園前ゲート」横にある
　「国立民族学博物館専用通行口」をお通りください。

菊澤律子（きくさわりつこ）
楽しい言語学を学ぶ会 (たのげん )

国立民族学博物館／総合研究大学院大学・准教授。Ph.D. （言語学、ハワイ大学）

専門は、オーストロネシア諸語を対象とした歴史（比較）および記述言語学的研究、形態統語論、オセアニ
アの先史研究。手話言語と音声言語の共通点と相違点を見ることで、人間の言語の本質を理解することに興
味を持っている。２０１１年度より手話言語学関連の国際シンポジウムやワークショップを企画・主催・運
営。民博機関研究「手話言語と音声言語の比較に基づく新しい言語観の創生」研究代表者、総研大学融合推
進センター戦略的共同研究「手話言語学を世界へつなぐ―メディア発信と e-learning 開発に向けて―」研
究代表者。

「手話による言語学講座」は、日本財団の助成金を受けて開催しています。

松岡和美（まつおかかずみ）
手話による言語学講座

大阪府出身。慶應義塾大学経済学部・教授。Ph.D. （言語学、コネチカット大学）

専門は、生成文法（人間言語に共通してみられる文法的特性を考察する理論）、手話言語学（統語論・意味論）、
母語の文法発達（モノリンガル・バイリンガル）。最近の研究トピックは口型（マウスジェスチャー）の文
法的特性、手話のWh疑問文、ろう者の文字認識、ELANを用いた手話自習教材の開発など。
２０１１年から東京で、ろう者を対象とした日本手話による言語学や言語獲得概論の勉強会を開催している。

講師プロフィール

みんぱく を学ぼう言語学で


